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経営論集　第70号（2007年11月)60
ジョセフ・ルドゥー著、松本元他訳（2003）『エモーショナル・ブレイン―情動の脳科学―』東京大学出版社
ニコラス・ウェイド著、養老猛司解説『心や意識は脳のどこにあるのか』翔泳社
注：
１ 認知効果とは、与えられた情報によって、聞き手の認知環境につぎのような変化があることを示す。
(1)contextual implication 文脈効果が与えられること。すなわち、頭の中にある想定（前提）と新しく入っ
てきた情報を足すと、ある結論が出ること。(2)contradiction すでに持っていた想定（考え）が間違ってい
ることに気づくこと。(3)strengthening すでに持っていた想定が正しいと強化されること。
２ 「心」や「意識」とは何かという問題に、脳科学者全員が統一した定義を持っているわけではない。ここ
では、山鳥の個人的な定義を引用している。（第５章「脳と心」参照）
３ メタ認知とは、自分が今行っていることを知っているというような認知段階のことである。
（2007年９月22日受理）
